
◆提案２　

・旧成人寮跡地利用（Ｎｏ，２）事業名

事業概要
（事業全体に掛
かる経費の見
込み額）

・学園の作品など主にバザーに出すのが多い為、もっと学園の物を近隣・地域住
民に知ってもらい、顧客を増やす。
・日中活動の場として売り子をつけて働く場も提供する
（多くの利用者様の働ける場所を提供する）
・販売コーナーを設置　・まんだらパン　・クッキー　・おもちゃ班作品　・和紙班の
作品　・外班の野菜
 （季節に合わせて作品も増やして行く）
・カフェの中に販売コーナーを設置
（キッズスペースも作り、ゆっくり過ごせる場所も提供）
・オープン前、ちらしを配布・ポイントカードなども作成する。ポイントカードは、絵
画教室に通っている利用者様に協力してもらい、絵を描いてもらう。
・販売コーナーに絵画教室で描いた作品を展示
（グッツなども販売）
・土浦市の広報などを活用して地域に広げて尚恵を知ってもらう。
カフェ（カフェ脇、パン販売）
・カフェを作る。カフェの中にまんだらのパンや地域で作っている特産、駄菓子等
を売ったり、散歩している方や利用者の方に利用してもらう。それ以外にも移動
販売車を作り、地域のイベントや毎朝、駅前に出店し、コーヒーや軽食の販売を
する。
・土浦駅前、プレハブを設置（コーヒーや軽食などを販売）
・裏門付近のスペースにフットサル場（人工芝）を設置する。
（地域の学校・スポーツ少年団・住民・商工会など無料で貸し出し）
カフェの空いているスペースにドックランを作る。
【経費】
販売コーナーの広さなどは、各班の職員へ聴き、具体的に広さ・販売場所などを
決めてから金額を提示。（計画を立てながら進めて行く）
・カフェ（センターの中、土浦駅前、移動販売車など）

期待される効果

・立地条件は、良い為、品質・安さを売りに近隣・地域住民をターゲットにして顧
客を増やし、学園での物を知ってもらい、社会貢献につながる事が期待出来る。
・販売を目的とする為、利用者様のモチベーションや仕事をする場所を提供する
事が出来る。
・カフェに利用者様はもちろん、地域の小さな子供からお年寄りまで集い、色々な
交流できる場となる。ドックランを作る事で散歩している人にも、気軽に寄ってもら
う事が出来る。
「利用者様が働く場の提供」
・カフェ等を活用し、尚且つ安全で遊べる場を提供する事で、尚恵学園に興味を
持ってもらい、少しでも理解して頂く。
・フットサル（安全で遊べる場）の整備をする事で、子供が安全で運動が出来る環
境作り、尚且つ地域の行事等でも活用が出来る場として提供が出来ように、先ず
は尚恵に足を運んでもらい、少しでも理解をしてもらえる環境作りの一環として整
備をしたい。

目的

①学園のパン・クッキー・おもちゃ班・和紙班の作品・外班での野菜を多くの方へ
知ってもらい、地域貢献
②カフェ
③フットサル場

趣旨

・学園での商品が地域に広がっていない為、地域住民に少しでも宣伝や販売、
遊び場を目的とし、近隣・地域住民に知ってもらう
・旧成人寮跡地に販売コーナーを設置するに当たり、立地条件が良い為、インパ
クトがあり、誰でも気軽に足を運んでもらえるようにシンプルにする


